
　青春時代のいろいろな思いでは、誰もが心に残っておられる事でしょう。
その当時の音楽を聴くと、過ぎ去った遠い過去の記憶が鮮やかに甦ってきます。
時には懐かしい音楽を流しながら、その頃の夢を見てみたいと「爽やかで透明な美しい音」を求めて
作ったアンプです。
　そんなことから誰でも知っていて気軽に聴ける、懐かしい歌や曲を選んでみました。

演奏曲目
① 私は泣いています 3:59

2012 吉幾三　（原曲　：　1974～リリィ）

② 神田川 3:07
1973 かぐや姫

③ 朝日のあたる家 Ｈｏｕｓｅ　ｏｆ　ｔｈｅ　ｒｉｓｕｉｎｇ　ｓｕｎ 4:28
1964 ジ・アニマルズ

④ 禁じられた遊び　（スペイン民謡） 2:30
(G)ミゲル・バルベラ

⑤ ツゴイネルワイゼン　 5:59
（サラサーテ） (V)ヴァーツラフ・フテチェック (P)ヨゼフ・ハーラ

⑥ ピアノ協奏曲　第20番　ニ短調　Ｋ．４６６　２楽章 9:30
（モーツァルト） （P）クララ・ハスキル

演奏時間 ２９：３３

ＶＴ－２５Ａｐｐ.ＶＴ－６２ｐｐパワーアンプの概要　(簡略説明）

（１） アンプの回路構成（２ｃｈａｎｎｅｌ）
前段はアクロサウンド社のウルトラリニアⅡ型/差動増幅タイプで、出力段はＡＢ2級ｐｐ動作としています。
回路中に１ケ所、カップリングコンデンサーが存在しますが回路上はＰＰの直結アンプ構成となっています。
内部配線は作り易すさより音質と特性を優先し、回路理論通りに妥協せず行っています。
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（２） アンプの特性

無歪最大出力（ノンクリップ） 両ＣＨ動作時１９．５Ｗ＋１９．５Ｗ　　両ＣＨ動作時　　１９Ｗ＋１９Ｗ　　
片ＣＨ動作時　　２６Ｗ　 片ＣＨ動作時　　２８Ｗ　

入出力特性 入力　　０．１８Ｖ　　出力１．０Ｗ 入力　　０．１７Ｖ　　出力１．０Ｗ
入力　　０．９４Ｖ　　出力１９．５Ｗ 入力　　０．８５Ｖ　　出力１９Ｗ

アンプ利得 １３．３倍　　２２．５ｄＢ １４．５倍　　２３．２ｄＢ

★ 残留ノイズ ＬＣＨ　　０．２ｍＶ（８Ω） ＬＣＨ　　０．２ｍＶ（８Ω）
ＲＣＨ　　０．２ｍＶ（８Ω） ＲＣＨ　　０．１８ｍＶ（８Ω）

ＤＦ値 ＯＮ-ＯＦＦ法 約３．３ 約４．２

周波数特性 　０ｄＢ １０Ｈｚ～２５ＫＨｚ 　０ｄＢ １０Ｈｚ～３６ＫＨｚ
－３ｄＢ １０Ｈｚ～７５ＫＨｚ －３ｄＢ １０Ｈｚ～１５５ＫＨｚ

高調波歪率 １Ｗ時 約０．１％ 以下 １Ｗ時 約０．１％ 以下
１９Ｗ時 約４．６％ １９Ｗ時 約４．８％

★ 過渡応答特性 １０ＫＨｚ（微分補正あり） ２０ＫＨｚ（微分補正あり）

矩形波の再現と安定性 いかなる容量負荷でも安定 いかなる容量負荷でも安定

★ 電源ドリフト ほとんど出力に現れない ほとんど出力に現れない

★ ＮＦ量と発振限界量 ９．０ｄＢ/４０．０ｄＢ １０．０ｄＢ/３９．８ｄＢ

ＮＦマージン ４０－９＝３１ｄＢ ３９．８－１０＝２９．８ｄＢ

（参考１） ★印は音質に著しく影響する項目です。

（参考２） ★電源ドリフトについて。
　一般家庭の商用電源ＡＣ１００Ｖラインは１秒間に何回も大きく電圧変動します。
この変動が整流後の直流電圧変動となり超低周波雑音として出力に表れ、音質を阻害する要因になります。
電源ドリフトは周期が長く可聴帯域外にあるため、音として出てこないので気付くことは出来ませんが、
この有害なドリフトを生じさせないことが高音質のアンプを作るポイントの１つになります。
　入力部分から出力部分まで平衡回路のＰＰで構成されたアンプでは、その変動成分は打ち消され
出力にでてきにくくなります。特にこの点では平衡回路である差動型が優れています。

　電源ドリフトを抑えるために、その対策を施しているパワーアンプはマランツの♯２、♯５、♯８、♯９の一連
のアンプ群です。　約半世紀以上前にこのような高度なノウハウのアンプを商品化しており、正にマランツ
恐るべしと言わざるを得ません。
　時を経て現在市場にある高価格なメーカ製管球アンプの中で、マランツのように音質、特性、品質、優れた
デザイン等のオーディオ製品としての基本を追求している本物は果たしてあるでしょうか。

（３） 参考文献と資料

アクロサウンド：ウルトラリニアⅡ
ＶＴ－２５ＡＢ2ｐｐパワーアンプの設計と製作（森川忠勇）
魅惑の真空管アンプ（浅野勇）

ＶＴ－２５Ａｐｐ ＶＴ－６２ｐｐ測定項目



　　　　オーディオに使用された真空管で内部抵抗（プレート抵抗）の最も低い球は６Ｃ３３Ｃでわずか８０Ωです。
　　　その次に低いのは６３３６で２００Ω、その他６ＡＳ７/６０８０の２８０Ωで有名な２Ａ３は８００Ω、３００Ｂは
 　　 ７４０～７９０Ωと公表されています。
　　　　出力トランスが同じならば、内部抵抗の低い方が低域再生に関しては有利になります。

　　　ＮＦ技術の無い時代に２Ａ３が音の良い球として評価されたのはこの理由にもありました。

　    　６３３６は安定化電源の制御管として１９５０年代に開発され、その後改良球として６３３６Ａや６３３６Ｂとなりました。
　　   外形はＫＴ８８スタイルで均整のとれた大変魅力的な球で、工業用途のため電極工作やガラスバルブはしっかり
　　  と丁寧に造くつくられております。特性的には用途からして低内部抵抗、低電圧、大電流系の球です。
　　    オーディオ関連にはラックスから過去にＭＱ３６とＭＱ８０の２機種が商品化されています。

　　　　PｒｔⅠのパアーアンプに起用したVT-２５A/VT-６２の内部抵抗は４～５KΩと高いが直線性の良い球と、本機の
　　　６３３６Aのように内部抵抗は２００Ωと低いが直線性が良くないという、極端に特性の相反する球を使ってアンプを
　　　作り、その音色を楽しむのも一興かと思います。
   　　 管種による球の特性差がどのような音色差を醸しだすことになるのかと想像期待してアンプを製作する訳ですが、
　　 これぞ自作オーディオの醍醐味といったところです。

演奏曲目
① パフ Ｐｕｆｆ　ｔｈｅ　ｍａｇｉｃ　ｄｏｒａｇｏｎ 3:49

2011 由紀さおり＆ピンク・マルティーニ（原曲　：　1963～  ピータ・ポール＆マリー）

② ホテル・カリフォルニア Ｈｏｔｅｌ　ｃａｌｉｆｏｒｎｉａ 6:30
1976 イーグルス

③ 交響曲　第４番　イ長調　作品９０＜イタリア＞第２楽章 6:27
（メンデルスゾーン）
カラヤン/ベルリンフィル

演奏時間 16:46

ＮＦＢについて
　ウイリアムソン型のアンプは時定数段が多く低域３段、高域５段もある関係上、ＮＦＢを掛けるに際して
アンプの安定度を確保するためには、その辺の検討が重要な課題となります。
　オリジナルアンプのように２０ｄＢにも及ぶ高いＮＦＢは必要ありませんが、真空管を含め理想素子は存在
しませんし、６３３６Ａのように直線性の劣る球を使う場合は、ある程度のＮＦＢをかけなければなりません。
　ＮＦＢを否定し無帰還アンプを賞用する向きもありますが、どんなアンプでも無帰還が良いというものでは
ありません。
　必要とする場合には最適量の不帰還を掛けることで、音の良いアンプが出来上がると考えます。
大量にＮＦＢをかけ電気的特性を良くして行っても、それに比例して音が良くなるとは思いませんが、劣悪な
特性のアンプからはまともな音がでることはありません。

製作機の ＮＦＢは計算値より若干少なくし１０ｄＢとしました。
出力管に６３３６Ａを起用した時の２ｒＰは０．4ＫΩとします。
ＯＰＴの１次インピーダンスを２．５ＫΩで計算すると出力端抵抗（出力管２ｒｐとＯＰＴ１次　Ｚの並列合成抵抗）
Ｒ´は０．３４５ＫΩとなります。
　製作機のＯＰＴは手持ちの関係でタムラのＦ７８３を使いましたので１次インダクタンスＬｐ＝１６０Ｈ（推測）
としてＮＦ量を検討することにします。尚、ＮＦＢ関連の計算詳細は紙面の都合上、省略いたします。
又、ＯＰＴの２次負荷を１/２ミスマッチングし１次インピーダンスを２．５ＫΩとして用いました。

超低内部抵抗管パワーアンプを聴く　 
６３３６Ａ（B）　AB1ｐｐ　パワーアンプ



ブロックダイヤグラム（２ｃｈａｎｎｅｌ）

各段の低域時定数

　　　　Ｔ１＝Ｃ・Ｒ＝０．４７μｆ　・４７０ｋΩ＝２２０．９ｍ/ｓｅｃ
　　　　Ｔ２＝Ｃ・Ｒ＝０．１μｆ　・１００ｋΩ＝１０ｍ/ｓｅｃ
　　　　Ｔ３＝Ｌｐ/Ｒ´＝１６０/０．３４５ｋΩ＝４６３．８ｍ/ｓｅｃ

スタガ

Ｔ１＜Ｔ２＜Ｔ３ １０．０＜２２０．９＜４６３．８ Ｔ１：Ｔ２＝１：２２．０９

スタガ比 ｎ＝２２よりピークの出ない帰還量１＋Ａβを求めると　Ｆ＝１２．０７となります。

ＮＦ量 ２０ｌｏｇ１２．０７＝２１．６ｄＢ　で約２２ｄＢまでピーク無しでＮＦＢをかけられます。

尚、　発振限界帰還量は約３０ｄＢ位です。

特性
無歪最大出力（ノンクリップ） 両ＣＨ動作時 ２１Ｗ＋２１Ｗ
入出力特性 入力　０．１３Ｖ 出力　１．０Ｗ

入力　０．６Ｖ 出力　２１Ｗ
アンプ利得 ２１．７倍 ２６．７ｄＢ
残留ノイズ Ｌ／Ｒ　ＣＨ ０．３ｍＶ/０．３ｍＶ
ＤＦ値 ＯＮ－ＯＦＦ法 約　５．７
周波数特性 ０ｄＢ ２０～２２ＫＨｚ

-３ｄＢ １０～７０ＫＨｚ
高調波歪 １Ｗ時 ０．１％

２１Ｗ時 １．６％
過渡応答 １０ｋＨｚ　積分補正有
矩形波の再現と安定性 いかなる容量負荷にも安定

参考文献 　　　全日本真空管マニュアル（一木吉典）
　　　ハイファイアンプの設計（百瀬了介）

その他
　　　　　本資料は知識不足のアマチュアの記述であり、内容に誤りや不適切な点が多々あろうかと思いますが、
　　　　同好の士としてその点はご容赦くださるようお願い致します　又、皆様方のご指摘やご教示を賜れば幸いです。
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